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世界の平均寿命

(2021年公表データに準拠)

男性 女性
日本 81.5        87.8

中国 73.6        79.4
シンガポール 81.1        85.9
米国 74.2        79.9
英国 79.0        82.9
フランス 79.3        85.4
オーストラリア 81.2        85.3
スウェーデン 81.2        84.8
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我が国の年齢区分別将来人口推移予測
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生産人口

（人口問題研究所平成３０年調査資料より）



成人通学率国際比較 （OECD“PIAAC2012”)
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社会人の学び直し意識調査
（H28年文科省「教育・生涯学習に関する世論調査」より）

学び直しの動機
・現在の職業において必要性を感じたため
・就職や転職のために必要性を感じたため
・教養を深めるため
・今後の人生を有意義にするため
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学んだことがある 学びたい 学びたいと思わない その他



継続学習全体像の構造化

学習空間
知的資源の拡大
（新たな社会関係資本）

専門性の高度化（CPD学習）

分野の多様化（リカレント学習）

発想力の豊かさ（生涯学習）



“It's in Apple’s DNA that technology alone is not enough —

that it’s Technology married with liberal arts, married with the 

humanities, makes our heart sing.

Steve Jobs の信念イノベーションを支えるリベラルアーツ



電気・電子系高度技
術者育成プログラム

ECE推進委員会

SICEプロセス新塾
ECE推進委員会

NIMSイブニング
セミナー

ECE推進委員会

AI2oT    
ECE 推進委員会

ナノファブリケー
ション

ECE推進委員会

工業試験装置
活用技術（仮題）

主催団体：四大学コンソーシアム

主催団体：電子情報通信学会

主催団体：産業総合研究所
（*エレクトロニクス実装学会）

主催団体：物質・材料研究機構

主催団体；計測自動制御学会

学会の役割(1) ECEプログラムの実施状況
（2022年11月現在）

主催団体：神奈川産業技術
総合研究所（KISTEC）2018認定～

2017年認定～

2011年認定～2019

2020年認定～ 2013年認定～

実施予定



学会の役割(2) 電気・電子系高度技術者育成
ECEプログラム実施例

知識習得度

大変よく得られた

よく得られた

得られた

得られなかった

全く選られなかった

業務への貢献度

大変よく活用できる

よく活用できる

活用できる

活用できない

全く活用できない

１．研修形態
テキスト送付による事前学習、プラス、講義およびレポート提出

２．研修内容
・情報通信分野の開発実務に関し、産業界熟練技術者による実習および研修
・開発プロセス論からハード、ソフトに至るバランスのとれた全体構成
・高度技術者として具備すべきリベラルアーツに関する研修

アンケート結果（研修生６５名の評価合計）



学会の役割(3) 産学連携と異分野連携

大学・公的研究機関

産業界

先端技術（ＡI、量子、ロボティクスなど）

実務技術（アジャイル設計技術、開発検証技術、製造技術など）

分野A

ECEProg.

分野B

ECEProg.

分野C

ECEProg.



学び続けることの意義

子日、学而不思則罔、思而不学則殆
（論語為政第二・第１５章）

人生１００年時代

↓

人的資源活性化のチャンス



4大学ナノ・マイクロファブリケー

ションコンソーシアムにおける

社会人向け実習プログラムのご紹介

2022. 11. 22

三宅 亮
4大学ナノ・マイクロファブリケーションコンソーシアム 幹事

東京大学 教授



■４大学ナノ・マイクロファブリケーション
コンソーシアム及び施設概要のご紹介

目次

■社会人向け実習プログラム
「ナノファブクスエア」のご紹介



慶應義塾
大学

早稲田大学

東京工業大学

東京大学

NANOBIC
✓ ４大学学術交流の場
✓ 設備のオープン利用

（設備の相互補完）
✓ 産学公連携
✓ 国際network構築

4大学ナノ・マイクロファブリケーションコンソーシアム

川崎市

KISTEC

産業界との連携
・設備利用 ・独自研究

・共同研究 ・技術者教育



安心・安全
プローブ技術

・食の安全情報
・家庭用機器管理

超小型環境
センシング

・環境化学物質センサ
・センサネットワーク

革新的
医薬創出

・副作用のない薬剤
・超高速新規薬剤探索

革新的
医療デバイス

・家庭内ケア・在宅診断
・可搬型高度医療装置

産学公連携による新産業創出

地域高度ものづくり基盤
＋

先端ナノバイオ技術
＋

マイクロ・ナノファブ



NANOBICの特徴
Global Nanomicro technology Business Incubation Center

特徴
・MEMS/マイクロ流体に対応した
加工装置、分析評価装置を保有

・ガラスやシリコンなど
幅広い材料に対応

・４大学の先端研究者による
加工・分析ノウハウの蓄積

クリーンルーム(4大コンソ）
Class 10000（206.2 m2）
Class   100（172.8 m2）

・首都圏にあり、交通至便な立地



利用料支払

装置利用

装置予約

安全講習

利用申請

技術相談

最
短

３
日
間

✓ 横浜から９分、品川から１３分の新川崎駅に間近という
利便性の良い立地

✓ 利用者による装置操作
✓ 利用申請から装置利用開始までが短期間
✓ 施設運営者への報告義務が無い

NANOBICの利用手順

◆ webでの手続き、安全講習

◆ スタッフが利用者の作業内容に
立ち入らないためNDAが不要



Fab
つくる



リソグラフィ関連

・超高精度電子ビーム描画装置 エリオニクス社製 ELS-7800K

・レーザー直接描画装置 Heidelberg Instruments社製 DWL66FS

・両面マスクアライナー Suss社製 MA6+BSA 【～４インチウエハ、小片対応可】

・クラスタ型コータデベロッパ Suss社製 Gamma

最小電子
ビーム径
φ2.0nm

フルオート、
異形基板に

対応

オートレシピ：スピンコータ・スプレーコータ・ベーパープライム・ベーク・現像



エッチング関連
・ナノインプリント装置 SCIVAX社製 X-300

・ガラス用ドライエッチング装置 アルバックイーエス社製 NLD-570

・誘導結合プラズマドライエッチング装置 Oxford Instruments社製 100-ICP-180

【InP, InGaAs, InAlAs等のIII-V化合物半導体用】

・シリコン深堀エッチング装置 住友精密社製【～４インチ、ボッシュプロセス】

・集束イオンビーム加工観察装置 日立ハイテク社製 FB-2200【加工精度100nm】

・クロスセクションポリッシャ 日本電子社製 SM-09020

6インチ対応
熱式、UV式
大面積

高スループット



観察・分析関連

・雰囲気制御型熱電子放出型電子顕微鏡システム FEI社製 Quanta250+EDS

・紫外型熱レンズ顕微鏡システム マイクロ化学技研

・原子間力顕微鏡システム 日本ビーコ社製 Dimension Icon

・高速度カメラ フォトロン社製 FASTCAMSA2

・表面張力接触角計 協和界面科学社製 DropMaster500

ウェット観察可
高温・低温観察

大型試料可
φ210mm



Use
つかい
やすく



施設利用の順序・紹介等

企業向けイベント
情報等

Webからの装置利用申請と
申請書自動作成

HPからの申請受付



■安全講習会
全体講習会及びビデオによる随時実施

■CR・装置に関する安全等の情報共有

情報共有パネルの設置
⇒ヒヤリハット事例・運用

改善事項シートの掲示

安全情報の共有・教育



携帯型端末による操作支援

機器に貼り付けられたバーコードを
iPad搭載のカメラで撮影

すぐさまWebが立ち上がり関連操作
ビデオのローディング開始



グラス型端末による遠隔操作支援



Connect
つなぐ



■ナノ茶論（川崎市主催）

（複数回/年）

マイクロ・ナノの研究・開発事例と
大学・企業連携テーマの議論

学術交流の場

■国際会議の開催

マイクロ・ナノ流体に関する
世界最先端研究者との交流



ものづくり交流の場

■４大学コンソーシアムシンポジウム（２回/年）開催
先端加工・評価設備の利用法、利用例の共有



■４大学ナノ・マイクロファブリケーション
コンソーシアム及び施設概要のご紹介

目次

■社会人向け実習プログラム
「ナノファブクスエア」のご紹介



ナノファブスクエア
狙い：マイクロ流体デバイスやMEMSの設計・試作を可能とすることを
目的に、シリコン、ガラス、樹脂などの加工や、表面形態の観察・評
価までを行うプログラムを提供



ナノファブスクエア

日本工学会の高度
技術者教育プログ
ラムとして認定

狙い：マイクロ流体デバイスやMEMSの設計・試作を可能とすることを
目的に、シリコン、ガラス、樹脂などの加工や、表面形態の観察・評
価までを行うプログラムを提供



実習教育の具体的な内容

回 プロセス 実習で利用する装置（材料） 日程 講習講師 実習講師

1 フォトマスク作製 レーザ直接描画装置（新川崎） 2022/5/12 山本貴富喜先生 山本貴富喜先生

2 精密リソグラフィ 両面マスクアライナ（新川崎） 2022/5/26 佐藤友美先生 佐藤友美先生

3 シリコン酸化 酸化炉（海老名） 2022/6/2 栗原幸男先生 栗原幸男先生

4
シリコン異方性エッチン

グ
ドラフト（海老名） 2022/6/9 黒内正仁先生 黒内正仁先生

5 ナノパターン形成 電子線描画装置（海老名） 2022/6/16 黒内正仁先生 黒内正仁先生

6 陽極接合 陽極接合装置（海老名） 2022/6/23 安井学先生 安井学先生

7 シリコンドライエッチング シリコン深堀りDRIE装置（新川崎） 2022/7/7 関口哲志先生 松垣仁先生

8 ガラスエッチング
高密度プラズマドライエッチング装

置（新川崎） 2022/7/21 塚原剛彦先生 塚原剛彦先生

9 マイクロモールディング レーザ直接描画装置（新川崎） 2022/8/4 三宅亮先生 松垣仁先生

10 計算機シミュレーション１ COMSOL Multiphysics®（新川崎） 2022/8/25 KESCO殿 KESCO殿

2022年度の例



11
計算機シミュレーショ

ン２
COMSOL Multiphysics®（新川崎） 2022/9/8 KESCO殿 KESCO殿

12 ウェットエッチング ドラフト（新川崎） 2022/9/22 (予定) 小出晃先生 松垣仁先生

13 パリレン薄膜形成 パリレン蒸着装置（新川崎） 2022/10/6 高橋英俊先生
高橋英俊先生or

松垣先生

14 金属薄膜形成１ ECR スパッタ（新川崎） 2022/10/20 茂木克雄先生 茂木克雄先生

15 加工表面観察
超高解像度表面形状計測装置、

触針式段差計（新川崎） 2022/11/2 松垣仁先生 松垣仁先生

16 レジスト塗布
コータデベロッパ装置、スピンコー

タ（新川崎） 2022/11/17(予定) 田口良広先生 田口良広先生

17 転写プロセス ナノインプリント（新川崎） 2022/12/1
SCIVAX殿

伊倉和之先生
SCIVAX殿

伊倉和之先生

18 金属薄膜形成２
4元マグネトロンサイドスパッタ

（新川崎） 2022/12/15(予定) 田口良広先生 田口良広先生

19 ウェーハ切断 ダイシングソー（新川崎） 2023/1/12 松垣仁先生 松垣仁先生

20 デバイス接合 プラズマ発生装置（新川崎） 2023/1/26(予定) 河野顕臣先生 松垣仁先生

＊若手の実利用者を講師に実践的な講義・実習



日本工学会認定修了コース

1
フォトマスク作製

レーザ描画
7

シリコンドライエッチング

D-RIE
13

パリレン薄膜形成

パリレン
2

精密リソグラフィ

両面マスクアライナ

2
精密リソグラフィ

両面マスクアライナ
8 ガラスドライエッチングNLD 14

金属薄膜形成1

ECRスパッタ
7

レジスト塗布

コータデベ

16
レジスト塗布

コータデベ
12 ウエットエッチング 16

レジスト塗布

コータデベ
14

金属薄膜形成1

ECRスパッタ

17 ナノインプリント 15 加工表面観察 18
金属薄膜形成2

4元スパッタ
15

ウェットエッチング

ドラフト

ECE認定プログラム

要素プロセス技術1, 2, 3, デバイスコース1

ECE認定基準

3/4以上受講

満たない場合、レポート（アンケート）提出

要素プロセス技術1

リソグラフィコース

要素プロセス技術2

エッチングコース

要素プロセス技術3

成膜コース

デバイス1

サーフェスマイクロマシニング

コース

（電極/配線形成）

デバイスコース要素技術コース

デバイスコース（イメージ）
実習はAu/Crスパッタ、フォトリソグラフィおよびウェットエッチングにより
金属電極を形成します。



日本工学会認定修了コース

ECEプログラムの修了証

日本工学会認定プログラムの修了者のうち成績優秀者には当該
ECEプログラム推進委員会委員長名の修了書が与えられます。



✓ ４大学施設利用者専用脱衣室・エアシャワーの新設

✓ 脱衣室・CR内利用人数管理

✓ 消毒用アルコール設置、フェイスシールド着用、手袋・シールド廃棄

✓ 専用ゴミ箱（利用都度廃棄）の設置

✓ 講義はWeb対応も可能

✓ 実習では密を避け、講師の声が聞き取りやすくなるように拡声器利用

コロナ対策
特に実習では対面が基本のため対策の徹底



講習会の様子

超解像度レーザー顕微鏡実習会 陽極接合実習会＠海老名KISCTEC

実習・講習会の様子

精密リソグラフィ実習会

ガラスエッチング実習会

フォトマスク作製実習会

実習・講習会の様子



受講者数の推移

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

受講者数
（のべ）

95 91 132＊ 82

大企業 33 30 22 32

中小・ベン
チャー

6 13 35** 5

大学・研
究機関

9 20 18 18

＊女性研究者・技術者の増加（７名）

＊＊中小・ベンチャー企業は上昇傾向だったが、
2021年度は減少（近隣中小・ベンチャー一巡？）



2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

新規利用
登録者数

71 88 41 69

ナノファブ受講後に
新規利用
登録した人数

9 1 3 4

新規利用登録者に
占める受講者の割
合

13% 1% 7% 6%

受講者→施設利用者の割合

→実際に装置を利用する前に原理を学び装置に慣れると
いう（運営側の狙い）目的のために、ナノファブスクエアを
活用



今後の取り組み
リモートでの情報共有、リモートでの操作環境の実現による
①遠隔地からの受講・疑似実習、②遠隔地の有力講師招聘

NANOBIC 海外連携教育拠点

国内遠隔施設教育拠点



日本工学会CPD協議会公開シンポジウム 1

2022年11月17日

公益社団法人日本金属学会
専務理事・事務局長 山村 英明

日本工学会CPD協議会公開シンポジウム

日本金属学会の概要
Ⅰ．名 称 公益社団法人 日本金属学会

Ⅱ．所在地 仙台市青葉区一番町一丁目14番32号

Ⅲ．沿 革 創立 1937年(昭和12年)2月14日
公益社団法人移行 2013年(平成25年)3月1日

Ⅳ．目 的 金属及びその関連材料の学術及び科学技術の振興に関する
事業を行い，不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与する．

Ⅴ．会 員 正員(正員,永年会員),名誉員,学生員,外国会員(一般,学生)
維持員* *企業・団体の会員

Ⅵ．会員数 ○個人会員4,650名 （2022年2月28日現在）
（正員3,387名,学生員718名,外国会員254名,名誉員40名）

○維持員155団体

2



日本工学会CPD協議会公開シンポジウム

・会員の所属別の割合は、学・官が42%、企業が28%、学生が15%となっている。

大学・学

校
34%

研究機関
8%

企業
28%

学生
15%

名誉員・

永年会員
6%

外国会員
6%

その他
3%

3

日本工学会CPD協議会公開シンポジウム

事 業

1) 刊行事業：学術誌及び学術図書類の刊行
2) 講演会・講習会事業：学術講演会・学術講習会の開催
3) 調査・研究事業：学術に関する調査及び研究
4) 表彰・奨励事業：学術に関する表彰及び奨励

4
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刊 行 事 業

会員の情報交換や啓発・教育を目的として、「まてりあ」を毎月
刊行し、会員に配布。和文の学術論文誌「日本金属学会誌」お
よび、英文の学術論文誌「Materials Transactions」を毎月刊行し
て、研究成果を国内外に広く発信。

金属及び関連材料に関する専門書や学生向けの教科書類等
の「学術図書類」を刊行。

5
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○機関誌
まてりあ(会報)

・論文157編 777頁
・電子ジャーナル＋冊子5,300部(2021年度)
・入門講座、講義ノート、実学講座といった教育に資する記事の掲載を強化。

日本金属学会誌
・論文50編 394頁
・電子ジャーナル＋冊子290部(2021年度)

＊冊子は2号を合冊して、偶数月に発行。

Materials Transactions
・論文259編 1,607頁
・電子ジャーナル＋冊子190部(2021年度)
・材料系14学協会で共同刊行（軽金属学会、資源・素材学会、ナノ学会、日本金属学会、

日本材料学会、日本塑性加工学会、日本鋳造工学会、日本銅学会、日本熱処理技術協会、
日本熱電学会、日本非破壊検査協会、日本溶射学会、粉体粉末冶金協会、腐食防食学会）
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まてりあ 日本金属学会誌 Materials Transactions
(2021年に表紙を変更) (2022年に表紙を変更)

機関誌の表紙
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○学術図書類
１）教科書類：金属化学入門シリーズ、現代の金属学など
２）専門書：金属データブック、金属工学シリーズなど

・比較的慣行が新しい図書を電子書籍化し、丸善のKnowledge workerで販売。
・増刷が難しい図書や絶版の図書の計37タイトルをスキャンしてpdf化し、会員

に無料で提供し、学びを支援。

金属化学入門シリーズ 現代の金属学 専門書

8

刊行図書類の例
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講演会・講習会事業

最新の研究成果を発表・討議するとともに、会員間の交流を図
ることを目的として、春秋２回の「講演大会」を開催。会場では、
口頭講演、ポスター発表、高校生ポスターと併せて、企業の最
新の技術を紹介する「機器展示，ランチョンセミナー」、学生の進
路選択と企業の採用を支援する「企業説明会（春期講演大会）」、
会員間の交流を図る「懇親会」を開催している。

専門知識の普及や啓発，教育を目的とした「セミナー、シンポ
ジウム、講習会」を開催。

これまでに25件の「国際会議」を本会主催で開催。

9
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○講演大会
1)春期講演大会(3月、関東地区開催)
・2019年:東京電機大学、2020年:中止、2021年：オンライン
・2022年:オンライン、2023年：東京大学(予定)

2)秋期講演大会(9月、関東を除く支部持ち回り開催)
・2019年：岡山大学、2020年,2021年:オンライン
・2022年:福岡工業大学、2023年：富山大学(予定)

＊発表件数／参加者 2022年春期685件／約1,200名
2022年秋期1006件／約1,400名

＊日本鉄鋼協会と同じ日程・場所で開催している。

＊講演概要はWebで公開し、参加者がダウンロード。

10
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企業説明会会場

11

○高校生ポスター

・全国のSSHに案内を送付し、春秋の講演大会で発表。
＊今後、案内対象校を拡大予定。

・審査を行い、優秀ポスター賞（最優秀、優秀）を授賞。
・発表件数：2022年春期 48件、2022年秋期 24件

○企業説明会

・春期講演大会最終日に材料
系企業(35～47社)のブースを
設置し、講演大会参加学生に
対する説明会を開催。

・2015年開始、2020年以降中断。

日本工学会CPD協議会公開シンポジウム

○金属学会シンポジウム
・特定の主題に関心をもつ研究者が集まり、講演発表、相互討論を行い、

問題への共通認識を深め、今後の研究の発展に資することを目的とし
て、年間に数回開催している。

○金属学会セミナー
・研究者・技術者に対する啓発や教育・育成を目的として、年間3回程

度開催している。

○講習会
・金属学に関連する各種の実践的ノウハウを学び、教育・研究に関する

スキルアップを目的として開催している。

○オンライン教育講座(2022年開始)
・オンラインでシリーズ化した教育講座を年間5～6件開催する予定。
・基礎編（主に学部レベル）と応用編（大学院レベル以上）とで構成。

12
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With/Postコロナにおいて、セミナーやシンポジウムなどのオンラインでの開催
は、会員向けサービスの向上や新たな会員の獲得が期待され。特に若手や学
生の教育・育成を目的としたセミナーや教育講座は、対面でなくても聴講者の満
足が得られやすく、オンラインでの開催に適しているものと考えられる。そこで、
完全オンラインでシリーズ化した「オンライン教育講座」を企画した。

本会では、刊行された優れた教科書類や会報「まてりあ」に掲載された講義
ノート・入門講座・解説記事などの著作財産を多数保有しており、これらのコンテ
ンツを有効に活用することで、講師の負荷を軽減するとともに効率よく実施する
ことが可能である。この教育講座では、会員や企業のニーズを考慮しつつ、上記
のコンテンツをテキストとして使用することを基本として、それらの執筆者やフェ
ローなどの専門家に講義をしてもらう。

初年度は年間5講座程度を開催し、これらをシリーズ化するとともに、徐々に講
座数を増加させて充実させる。各講座は、午後の4時間程度を2日間にわたって
行う集中講義形式とする。

○オンライン教育講座

13
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2022年度のテーマ及び講師

1. 結晶学の基礎 （8月25日、26日開催）
・講師：京都大学名誉教授 松原英一郎

2. 状態図・相平衡の基礎 （10月4,5日開催）
・講師：物質・材料研究機構 大沼郁雄、名古屋大学准教授 塚田祐貴、

東京工業大学名誉教授 梶原正憲、物質・材料研究機構 阿部太一

3. 材料強度の基礎（10月20,21日開催）
・講師：九州大学名誉教授 東田賢二

4. 金属製錬の熱力学 （11月17,18日開催）
・講師：東京大学名誉教授 月橋文孝

5. 金属材料の耐環境性(1)水溶液腐食の基礎（12月5,12日開催）
・講師：北海道大学名誉教授 大塚俊明、東北大学教授 武藤 泉、

東京工業大学教授 多田英司
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⼤学等教員
10%

研究機関等
3%

⺠間企業
70%

学⽣
15%

その他
2%

所属

20歳代
46%

30歳代
25%

40歳代
17%

50歳代
10%

60歳代
2%

年齢

開催結果（3講座分)

・受講者数:225名/3講座
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⾦属学会正員
31%

⾦属学会
学⽣員
11%

維持員社員
28%

協賛学協
会会員
14%

⾮会員
16%

資格

会報やホーム
ページを⾒て

43%

上司や指導教員の
勧め
54%

協賛学協会の
会誌を⾒て

2%

企画世話⼈や講
師の推薦

1%

受講のきっかけ
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⾼い・難しい
44%

適当・理解できた
53%

易しい・もっ
と詳しく

3%

講義の難易度

期待以上で
あった
28%

有益だった
70%

期待以下・成
果なし
2%

受講の満⾜度

受講者の感想
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次年度以降の計画

・計算材料科学
・マテリアルズ・インフォマティクス
・弾性異方性の考え方
・金属材料の耐環境性(2) 高温酸化・高温腐食の基礎
・金属の残留応力の測定
・医療用金属材料の基礎（仮題）
・構造材料(1) -鉄鋼材料- 鋳鉄、鋼（薄板）、鋼（厚板）、ステンレス鋼
・構造材料(2) -非鉄材料- チタン、アルミニウム、マグネシウム、銅
・外部資金獲得支援

・新規テーマの開催と既開催テーマを繰り返していく。

次年度以降の新規テーマ案
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調査・研究事業
関連が深い専門分野の研究者や技術者が集う、9つの「分科」で調査・研究

活動を推進している。
先端領域や学際的領域の研究課題に対する研究を促進する「研究会」や、

特に40歳以下の若手および調査・研究事業を活性化する目的で「若手研究
グループ」が活動している。また、2022年には新たに、産官学が一体となって
重要な課題に取り組む「産学協創研究会」が発足した。

金属及びその関連材料分野の学術研究及び技術研究の発展や若手研究
者の育成や奨励を目的に研究費を助成する目的の「フロンティア研究助成」
の事業を2020年に開始した。

米国TMS及びASM International、韓国KIM等と「国際学術交流」を行ってお
り、2022年から秋期講演大会において「国際セッション」を開始した。

人材育成では、企業への「出前講義」や中高生に金属のことを知ってもらう
ための「高校生向けホームページ」を公開している。

金属・材料分野における女性の活躍の支援を目的として、「鉄鋼協会・金属
学会合同男女共同参画委員会」の活動を行っており、男女共同参画学協会
連絡会とも連携している。

20
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○人材育成
・企業への出前講義の実施，高校生向けホームページの作成等を実施
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ま と め

日本金属学会では、小中高校生から社会人に至るまで教育や育
成に資する事業を行っている。

１．小中高校生向け
1)高校生向けホームページ
2)理数探求用教材の制作
3)高校生・高専生(3年生以下)ポスター発表
4)ユース会員(2023年開始)

２．大学生・若手社会人向け
1)セミナー
2)講習会
3)オンライン教育講座
4)World Materials Day
5)既刊図書電子版の会員への無料公開
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